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部会は、第２次 FDC 地域戦略をベースにした事業活動を計画していましたが、戦略と同様に新型コロナ
ウイルス感染症による社会経済情勢の変化を見据えた事業内容とするため、各部会 2 回にわたり有識者
会議を実施し、その示唆を事業計画に反映したうえで活動を進めました。

今回、五つの協議会が初めてひとつに集ま
り福岡市髙島市長にも参加していただいて
開催する地域全体を盛り上げていくための
大事な取り組みだと認識しています。
天神ビッグバンと博多コネクティッドが
進み大きなビルの建設が進む中、コロ
ナへの対応という新たな必要性が生じ
たことを踏まえ、福岡市は髙島市長の素
早い判断で『感染症対応シティ』とい
う政策を打ちだされました。また、アジ
アの金融都市を持ってくるという大き

なビジョンを持って産学官民で『TEAM 
FUKUOKA」を組成し、国際金融機能誘
致を進めており着実な成果も上がってい
ます。このように新しい対応力や機能を
備えたまちが生まれてくる流れは、九州
内はもちろん、全国そして我々が期待す
るアジアからの企業誘致にも繋がってい
くというふうに思います。
私は、日本の中で最も魅力のある都市を
つくるという使命感のもとに新たな時代
への対応と変革に取り組んでいきたいと

強く思っており、その意味からも今回の
サミットを機に、五つの協議会と行政が
一体となった展開がスピード感を持って
進められていくことを期待しています。

実施概要
開催日時　：2021 年 11 月 12 日（金）15:00 ～ 18:00

   会　場　　：FFG ホール（福岡市中央区天神 2-13-1 福岡銀行本店地下）、オンライン（Zoom、Youtube Live）
実施プログラム
　開会挨拶
　来賓挨拶
　トークセッション「ウェルビーイング都市・福岡」

髙島 宗一郎氏　　福岡市長
石川　善樹氏　　( 公財 )Well-Being for Planet Earth 代表理事
岡島　悦子氏　　( 株 ) プロノバ 代表取締役社長、Well-being Initiative 円卓会議 議長
石丸　修平氏　　福岡地域戦略推進協議会 事務局長　( モデレーター )

麻生 泰氏　　　　福岡地域戦略推進協議会 会長

開会挨拶
福岡地域戦略推進協議会会長　麻生 泰

来賓挨拶
福岡市長　髙島 宗一郎氏

髙島 宗一郎氏　　福岡市長

基調講演「ビヨンドコロナのまちづくり」

　パネルディスカッション「ビヨンドコロナを見据えた福岡都心のアクション」
黒瀬　武史氏　　九州大学大学院 人間環境学研究院 教授

黒瀬　武史氏　　九州大学大学院 人間環境学研究院 教授
田川　真司氏　　天神明治通り街づくり協議会 会長、We Love 天神協議会 理事長
松下　琢磨氏　　博多駅エリア発展協議会 会長、博多まちづくり推進協議会 会長
富田　雅志氏　　福岡市 経済観光文化局 創業 ･ 立地推進部長
宮本　章信氏　　福岡市 住宅都市局 都心創生部長
石丸　修平氏　　福岡地域戦略推進協議会 事務局長　( モデレーター )

　閉会挨拶 坂井　猛氏　福岡地域戦略推進協議会　都市再生部会長

1 年前に開催した FDC のイベントにおい
て、コロナを踏まえたこれからのまちづく
りをどう進めていくかを議論し、世界的に
も珍しい『感染症対応シティ』というコン
セプトを打ち出すこととなりました。
福岡のまちがハード的にも大きく変わろ
うとしている中で、これからはソフト面
でどのようなまちづくりをしていくかが
重要になってきます。
ビヨンドコロナのまちづくりでは、カー
ボンニュートラル、SDGs、ダイバーシ

ティ、インクルージョンに次ぎ、ウェル
ビーイングといったキーワードが国際的
なプロトコル（基準）となってきており、
この要素をしっかりと実装している都市
でなければ世界の都市と戦うことはでき
ません。この点をしっかりと意識をしな
がら、よりチャレンジングに野心的に取
り入れていく攻めのまちづくりを進めて
いくことが肝要だろうと思っています。
そこで、このサミットをキックオフとし、
ウェルビーイングを今後福岡のまちづく

りにどのように落とし込んでいくかを共
に考えていきたいと思います。

福岡都心再生サミット 2021
「Beyond Coronavirus のまちづくり：Well-being を感じられるまちへ」

※所属、役職名などは開催当時のものです
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トークセッション「ウェルビーイング都市・福岡」 石川善樹×岡島悦子×髙島宗一郎×石丸修平

プレゼンテーション① ウェルビーイングに対するグローバルコンセンサス
（公財）Well-being for Planet Earth　代表理事 石川 善樹氏
国際社会の意思が『成長と発展は違う』
という方向にシフトしてきたことから、
ウェルビーイングがグローバルなコンセ
ンサスとなってきました。
成長とはあくまでも量的な拡大を意味し
ています。軍事力の拡大、GDP の拡大
などです。これに対して、発展・ディベ
ロップメントというのは、社会に質的な
変化が起こることだとされています。
経済成長はよい部分もあるが環境破壊や
格差拡大などの負の側面もあるという認
識のもと、サステナブルディベロップメ
ントという概念が登場し、SDGs へとつな
がっていきます。そして今、国際社会は、
2030 年をゴールとする SDGs の先に何を
目指すのかが問われています。エコノミッ
クグロース、サステナブルディベロップ
メントと来たけども、その先にさらに何
を用意するのかということです。
サステナブルディベロップメントは『負
の遺産を残さない』というのが大きな
テーマですが、『正の遺産をつないでい
く』ということも重要なのではないかと
いう世界の趨勢がウェルビーイングとい
う言葉で語られ始めてきた、というのが
現状です。
さて、このウェルビーイングという言葉
は、幸せとか満足とか様々な意味に訳さ
れるように、なにが自分にとってウェル
ビーイングかを問うと、一人ひとり回答
が異なります。
ただ、興味深いことにウェルビーイング
のために何が大事かを尋ねると、自然環
境だとか繋がりだとか、皆が驚くほど似
た答えを口にします。
ということであれば、このウェルビーイ
ングというものは国際的なアジェンダに
できるし行政の対象とすることもでき
る、というのが今の共通認識です。

ウェルビーイングな社会、あるいはウェ
ルビーイングな都市の完成形を示すこと
はできないかもしれませんが、原型はつ
くれるはずです。
そこで、私たちが正の遺産として残した
いウェルビーイングな都市やまちの原型
を日本発で作っていこうという考えのも
と、ウェルビーイングをテーマにした大
阪関西万博が開催される 2025 年がター
ニングポイントの年になるのではないか
と私は思っています。
さて、ウェルビーングは、もともと健
康を定義する中で誕生した言葉ですが、
2012 年に、主観的ウェルビーイングと
客観的ウェルビーイングがあるという考
えが生まれてきました。
日本のデータによると、1958 年から
87 年まで、GDP や平均寿命といった客
観的ウェルビーイングは右肩上がりで推
移しましたが、国民一人ひとりの生活満
足度は横ばいに留まっていて客観と主観
のギャップが拡大しました。つまり客観
的ウェルビーイングが上昇したからと
いって、主観的ウェルビーイングが連動
して向上していくわけではないというこ
とが分かったのです。主観的ウェルビー
イングを向上させることが次の大きな
ターゲットじゃないかと気づいたわけで
です。
例えばイギリスは、経済が順調に推移し
ていく中で、2016 年にブレグジットと
いう大きな社会的政治的混乱がありまし
た。調べてみると主観的ウェルビーイン
グの値が 2013 年からが下がって、その
3 年後にブリグジッド投票が起きてい
る。エジプトも同様な動きの中、結果ア
ラブの春が起こります。このように国際
社会では主観的ウェルビーイングが悪化
すると、政治社会そして経済の混乱が起

こると考えられています。
これは企業経営でも全く同じだと思いま
す。
どれだけ財務業績が良くても、そこで働
く従業員の主観的ウェルビーイングが悪
いと会社経営が安定しないので、最近は
投資家アナリストも、財務業績に加えて、
従業員の主観的ウェルビーイングを注視
するようになっています。
最後に、主観的ウェルビーイングの構造
について説明します。
たとえば部活。その時の体験としては辛
いかもしれないけれど、後から振り返る
と良い思い出になったといったことがあ
るように、主観的ウェルビーイングとい
うのは体験と評価の二つの側面がありま
す。
この主観に影響するいくつかの要因の中
で、決定的に大事なものは、『選択肢と
自己決定』です。働き方や生き方につい
て適切な数の選択肢が用意されていてそ
の中から自己決定できると思えるかどう
かが主観的ウェルビーイングに決定的な
影響を与えます。
その上で、選択肢と自己決定には①経済
発展、②民主化、③社会的寛容度の高さ
の三つの社会的条件が関係してると言わ
れています。
社会的寛容の高さというのは、差別や区
別をしないということです。
昭和の時代に、日本の主観的ウェルビー
イングが上がらなかったのは、経済は発
展し民主化もしましたが、社会的寛容度
が高まらなかったからなのです。
つまり、多様な人が集い、そして区別や
差別をされない社会を作ることが結果と
して、『あのような生き方や働き方があ
るんだ』という意識醸成につながり、一
人ひとりが自己決定できるという主観的
ウェルビーイングの大きな構造要因に
なっています。
この点が、これからの福岡のまちづくり
の参考になればいいなと思います。
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プレゼンテーション② 企業のウェルビーイング経営
㈱プロノバ代表取締役社長、Well-being Initiative 円卓会議 議長  岡島 悦子氏

現在 6 社の上場企業の経営者を担って
いる立場と、ウェルビーイングをどのよ
うに経営に取り込んでいくのかを議論す
る『Well-being Initiative 円卓会議』 の
議長をやっているという立場から、お話
させていただきます。
そもそも主観的に多様な定義ができてし
まうウェルビーイングを経営の中にどう
位置付けるか、大変難しい課題です。
そこで、私たちの会議体においては、ウェ
ルビーイング経営について『事業を通じ
て、全てのステークホルダーの充実や幸
せの実感を調和させながら向上すること
により、自社の成長と持続可能な社会の
実現の両方を目指していく』と定義しま
した。
そもそも多くの企業が SDGs に取り組ん
でいる中、なぜ企業がポスト SDGs とし
てウェルビーイングに取り組もうとして
いるのでしょう。
一つは資本主義の限界、つまり株主資本
主義が行き過ぎていて、短期的な利益を
深く追求し過ぎたという認識です。
そしてもうひとつはコロナ禍です。テレ
ワークによって職場が家庭の中に入って
くる状況を経て社員の幸福感が相当変
わってきました。
家の中で仕事をすることで、何のために
働いているんだろう、家族の幸せと自分
の幸せ、仕事の幸せとは何だろう、など
と思い始めた方がすごく増えています。
しかも、1980 年以降に生まれたミレニ
アル世代やその後に生まれた Z 世代に
とっての幸せの定義はお金だけではな
く、社会にどう貢献しているのかといっ

たことだと言われています。
また、彼らはその成長の実感や選択肢、
ということも重視しているのです。
つまり従業員の幸せの尺度というのは相
当変わってきているということです。
そのような中、長期的に付加価値を上げ
ていこうとすると、人という資産をどの
ように使っていくのかという無形資産へ
の投資が株主からも非常に注目されるよ
うになってきました。また、会社に対す
るロイヤリティ、忠誠心を持ちつつそこ
で貢献してることに幸せを感じる社員の
エンゲージメントを構築し、選ばれる企
業と選ばれる人が対等な関係にならない
と持続的に成長していけないのではない
かということに思い至りました。
このような流れを受け、多くの企業が
パーパス経営を重視するようになってき
ました。私たちの企業はどのような使命
のもとに従業員が働き、また事業を通じ
てどのように社会課題を解いているのか
という価値の創造について「こと」をしっ
かりとしたストーリーで作り、対外的に
謳っていこうとしています。
例えば丸井グループでは、すべてのス
テークホルダーが利益と幸せとの両方を
求める、ということを取り入れた中期経
営計画画を作るようになりました。
この計画において、すべてのステークホ
ルダーにとって未来がどのように良く
なっていくのか、また社会にどんな価値
が出てくるかというインパクトというこ
とを計画に明記することとし、財務の
KPI については、EPS、ROE、ROIC といっ
たものだけの記載にとどめる、このよう

なことに取り組み始めました。
特にここで注目していただきたいのは、
将来世代の未来です。
Z 世代のような、これから将来を作って
いく人たちに負の遺産を残すことなく、
働きがいや選択肢といったもの『正の遺
産』を作っていこうと。そのために我々
としては何ができるのかを考えて中期経
営計画に記載していくことにしたという
ことです。
ただし、そのような未来を自社だけでつ
くることはできません。
実際、イニシアチブのメンバーからも地
域や官学官といた共通のプラットフォー
ムの中で取り組まなければ未来のウェル
ビーイングということは担保できない、
といった考えが示されています。
現在、イニシアチブではデータドリブン
でウェルビーイングというものをしっか
りと測定していこうとしていますが、ぜ
ひ福岡市や国、アカデミア、企業が一体
となって、課題解決のためのエコシステ
ムをつくって、ウェルビーイングに関す
る動きを先導していただきたいと願うと
ころです。

石丸

髙島 

石川

ミレニアル世代や Z 世代が働き手と
して大きなボリュームを占めてくる
ことを想定し、まちづくりのなかで
しっかりとウェルビーイングの環境
を用意しなくてはならないですね。

福岡市は都心から近いエリアで海や
山などの自然を感じ、リフレッシュ
できるなど、市民の皆様から住みや
すさを大変評価いただいています。
 令和３年度の市民意識調査でも、

「住みやすい」と感じた方 96.5％と、
9 年連続で 95％を超えています。
 また、民間等による住みたいまち
ランキングなどでも常に上位にラン
クしています。
それにもかかわらず、ある団体が
出している Well-being の指標で福
岡市をみると 20 政令市の中で 17 
番目と低い況になっています。

これはおそらくその指標自体が高
等学校数や、公園の数などといっ
た客観的指標をもとに測定されて
いるからだと思われます。
今後は、間違いなく主観的ウェル
ビーイングの指標が入ってくるは
ずですし、そうなればウェルビー
イングというグローバルな指標で
福岡の良さをしっかり示していけ
るはずです。福岡では、ウェルビー
イングの測定について、指標づく
り も 含 め て FDC が 中 心 と な っ て
地域一体で取り組むことができる
と思っていますので、皆さんと一
緒にチャレンジして、地域として
取り組みができたらと考えていま
す。

ランキングはどうしても客観指標で
作られることが多く、一番大事な

ウェルビーイング実感というか、豊
かさ実感、主観度といったところが
反映されていないのが最大の問題だ
と思います。今後は私達もしっかり
データを測定し、取り入れていきた
いと思います。
同時に、福岡に対して提案をさせて
いただきたいのですが、産官学民が
集まっているこの福岡において日本
初となる象徴的な事業として学校に
おけるウェルビーイングと働く人の
ウェルビーイングに取り組めないで
しょうか。
たとえば働く人のウェルビーイング
は、それぞれの企業において、社員
にはこうあってほしいということを
定義し、それを測定して公開してい
く。そういう企業には例えばウェル
ビーイング認証みたいなものが与え
られるような仕組みが作れないか、

セッション 福岡はウェルビーイングにどう取り組むか
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岡島

髙島というものです。
従業員のウェルビーイングの悪化は
経営の不安定に繋がるので、従業員
のウェルビーイングをきちんと測定
して公開している企業は、例えば格
付であるとか、融資の際の重要情報
となるといったように、銀行とも連
携したウェルビーイング認証制度っ
ていうものが日本で初めて、福岡発
でできると思います。
何より子供たちが大人を見たとき
に、この会社の人は高いウェルビー
イングを持って働いている、といっ
たことの見える化ができればすばら
しいなと思います。

ミレニアル世代や Z 世代の人たち
が自分の友だちに対して、楽しく働
けるからよかったらうちの会社に来
れば、と勧めることができる会社だ

といったことが計測できていくと、
どんどん人が集まってくるっていう
形になってくるんだと思います。
住みやすさという要素の中の働く場
所としての選択肢としてやっぱり福
岡は最高だといった形になってくる
と集積力が出てくるということだと
思います。

提言としてしっかり受けとめさせて
いただきたいと思います。
企業にとってもある意味指標がある
と、そこを目指して取り組むほうが
進めやすいでしょう。
市としてそういう認証については検
討を進めたいと思いますので、福岡
市として、また地域全体皆さんと一
緒になって何ができるかを FDC も
一緒になって取り組みを進めていき
たい思います。

この２年あまり、コロナ禍によって都市
が変化する様子を私たちは日々実感して
きました。
歴史的にみても大きなショックの際に都
市はそのあり方を変えてきました。
例えばフランスのパリは人口が集中した
ことから、古い街を壊して道を作ると同
時に、道の下に下水道をひくなど、イン
フラをアップデートして感染症への対応
というものを図りました。
イギリスのロンドンでは、過密によって
引き起こされる感染症対策が重要な課題
になった際、郊外に設ける衛星都市に居
住することで健康な生活を手に入れられ
るという田園都市構想が生まれました。
田舎暮らしで健康を手に入れるといった
トレンドが今から 100 年以上前にも注
目されていたのです。
このように人が都市に集中して住むこと
がリスクとなり、都市の形を考え直すと
いうのは今回の新型コロナが初めてでは
ないのです。
ただし、どの都市も大きく形を変えた後
にもう一度集中が起こっています。分散
に反発する求心力といったものが都心に
は備わっているのではないかと私は思っ
ています。
一方で、まちづくりにおいては、感染症
だけではなく気候変動へのリスクなど長
期的な社会の変化をも考慮しなければな
りません。特に進行性のストレスと突発
的なショックの両方に対応するために
は、自分の生活圏の中でどのように暮ら
していくかという狭い範囲への対応と、
インバウンドの変化のようなグローバル
な繋がりの中でどういうことが起きるの

かという、広い範囲の対応の両面を踏ま
えなければなりません。
その際、規模や用途が多様であったり、
床の値段の幅も広かったりしていること
が、都市にとって長期短期両方の変化を
受けとめる余力となるはずです。

これまで住宅からオフィスや学校に通っ
ていた私たちは、緊急事態宣言中はす
べてを住宅の中で済ませることになり、

「間」が抜けてしまったのですが、コ
ロナを経てオフィスと住宅の間にある

「間」、いわば生活圏こそがリダンダント
( 冗長的 ) で自分の生活を継続するため
にいかに必要な場所であったかを改めて
気づかされました。世界中の多くの都市
では、公共空間と日常生活圏の充実が進
められているのもこういったことが後押
ししているのかもしれません。
このような流れを受け 2020 年、パリ市
長は『15 分の街』という提案を行って
います。
徒歩や自転車、場合によっては公共交通
を使って 15 分で生活に必要なポイント
にアクセスできるまちを作っていこう
と。都心がなくなるというわけではなく、
15 分で生活に必要なものにアクセスで
きるまちに豊かに住む。そして結果とし
て CO ２の排出の削減を狙う、そういう
話がパリでは具体的に進んでいます。
2030 年にはシャンゼリゼ通りが歩行者
や自転車、個々人が近距離を移動するソ
フトモビリティが中心になって、いわば
道全体が広場となるようなことがすでに
構想され、実現に向け動き始めています。
エッフェル塔の周りの緑化にも取り組ん

でいて、街を訪れた人にとってメッセー
ジ性の高い空間づくりが進められていま
す。
天神ビッグバンや博多コネクティッドで
はどうしても新しい建物に目が行きます
が、道路や公園、公共空間をアップデー
トして、どうやって働く人のウェルビー
イングにつなげていくかということにつ
いても同時に考えていかなければなりま
せん。
ただし、そのためには開発の密度を上げ
なければなりません。
つまり容積率の低い住宅地で密度を高め
ながら生活の質を担保していく、もしく
は多くの人がそういうところに住むこと
によって、次に感染症が起きても生活圏
の中で生活を維持していける。これから
のまちづくりにはそういったことを考え
なければいけないと思います。
一方で、欧米の多くの都市では住宅の値
段が上がって、都心に住めない人、街に
住めない人が増えてきており、その中で
どうやって家賃が高すぎない住宅を供給
できるのかということも多様性の実現と
いう側面から大きな政策課題になってい

基調講演
ビヨンドコロナのまちづくり 九州大学大学院 人間環境学研究院 都市・建築学部門 教授　黒瀬 武史氏
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ます。
実際、利益と相反する部分もあり難しい
ところですが、多様性やウェルビーイン
グということを議論していくときに、こ
れからの都心が、多くの人にとって、費
用的にもアクセス可能なものになってる
のか、そういうところを置き去りにしな
いよう心掛けなければなりません。
さて、都心の開発が更に進む中、陳腐化
していってしまう中小ビルにどうやって
新しい価値を出していくのかも重要な課
題です。その際、屋上の活用というのが
一つの答えになるように思っています。
実際、屋内と屋外を一体的にとらえたオ
フィス空間の事例が増えています。
また地上の公共空間と街路やビル 1 階
の連続的な利用は絶対に必要な空間だろ
うと思います。この会場 (FFG ホール )
のように、企業のオフィスビルの地下に
文化を発信するホールがあって、地上は
広場として開放されていて、そこに様々
な用途で多くの市民がアクセスできる、
といった機能をつくり出していかなけれ
ばならないと考えます。
リチャード・フロリダは「ポストコロナ
の都心は、一つのビルのオフィスの中だ
けで１日を過ごすことが少なくなり、地
域内を動き回るようになるだろう」と
言っています。

「せっかくオフィスに出るならあの人に
も会いたい」といったことが増えてくる
でしょう。その分、家でできる作業なら
家で済ませようと。
そういう意味では都心は人と人が出会っ
てコミュニケーションを生み出していく
場所でなければならないし、そうでなけ
れば、わざわざ都心に行く意味がない、
という時代に入りつつあると思います。
民間主体のエリアマネジメントで再生し
たデトロイトでは夏の都心にビーチを出
現させるなど、働く人の生活を豊かにし
ていくための空間づくりを行っており、
こういったことを取り入れていくことも
必要かと思います。
また仕事をする場所も多様化し、オフィ
スの中でアクティビティやリビング的な
設備、カフェを設けるなどの傾向が広
がっていますが、もはやビルの中だけで
完結させる時代は終わり、どこで働くか
は日によってまち全体の中から選ぶと
いった、そういうことができるまちこそ
が競争力を保ち続けるんじゃないかと感
じております。
我々の主観的な心地よさというのは日々
変化しており、その変化を受けとめるた
めには、屋根があるスペース、屋外の公
共空間、公園の自由さ、施設の中の空間
の高質さ、そういうものを選べることが
大事で、それが確保されているからその
街を好きになるのです。

バルセロナは、居住地においてもそのよ
うな取り組みを進めていて、十字の街路
に一方通行を設けたりしながら、街の交
差点の真ん中を公園のような場所に変え
ています。
また、「人間のために街路を取り戻す」
という動きも世界中で進んでいますが、
その際、共感を得ながらプロジェクトを
進めていくのが最近の都市開発の潮流に
なっています。
たとえばニューヨークのブロードウェイ
では、実験を重ねる中で、車が通ってい
るエリアを歩行者空間に転換しても十分
交通は成立することを確かめていきまし
た。屋外で過ごせる場を戦略的に増やし
ています。
空間の使い方は、いわば竣工した時が完
成形ではなく、どんどん実験をしながら
用途を変えていってもいいのだといえる
でしょう。
福岡においても自動運転などモビリティ
自体が変わることを含め、渡辺通りや大
博通りなどの大きな街路のあり方につい
て将来のビジョンを打ち出す時期に来て
るのではないかと感じています。
もう一つ、「Why Fukuoka?」なぜ福岡
を選ぶ必要があるのかということをもう
一度しっかりと考えていかなければいけ
ないと感じています。規模で勝負しても
絶対に東京や関西などに追いつくことは
できません。
もちろん A クラスのオフィスビルがた
くさんあることも重要ですが、規模では
なく、どのようなウェルビーイングな暮
らしを福岡で享受できるかによって新し
い企業を呼ぶことができるかが、福岡の
勝負しどころではないかと考えます。
私は、近接性こそ福岡の強みだと考えて
いるのですが、一方で都心には公共的な
居場所が足りていないと感じています。
博多コネクティッドや天神ビッグバンに
よって、更に福岡の都心が良くなったと
実感していただくためには、ユーザーが
多様であるということも考えなければい

けないと思います。
札幌のように都心の再開発の中に狭くて
も公共的な図書館を設置するなどしてい
くことで、市民が豊かな時間を過ごして
いる風景をまちのなかにつくっていくべ
きだと思っています。
そういうことを進めていけば、A クラス
のオフィスに毎日通える人とそうじゃな
い人とのギャップや分断は防げます。
そのためには、行政と民間が力合わせて
こういう空間をちゃんと実現させていく
ということが求められます。
先ほど日常生活圏と申しましたが、都心
徒歩圏のウェルビーイングを支えるとい
う視点について、例えば天神や博多とい
うエリアを越え、もう少し広い範囲、い
わばグレーターな視点をもって、徒歩
15 分圏くらいでグレーター天神・グレー
ター博多を考えていかなければいけない
と思っています。
三井不動産が進める日本橋は、これまで
どんどん建て替えてきたエリアでした
が、もはやそこだけでは競争力を担保で
きないため、周りにある古いビルを改修
し提供し始めています。
それほど立派ではないビルをストックと
して貯めて、A クラスのビルと組み合わ
せて使ってもらえませんか、といった提
案をしてきています。
福岡でも、都心と都心に近接する古いビ
ルを生かして有機的な関係を作ってはど
うかと考えるところです。
外国人の方々が住む場所という観点でも
同じで、まだまだ福岡は、海外の方々が、
安心して住める居住地が十分だとは言え
ません。
さらに言えば、彼らが使いたくなるよう
な教育施設がありません。子供たちを福
岡に連れて来ても安心して暮らしていけ
るという実感を持ってもらうことができ
なければ、なかなか高度人材が定着しま
せんので、都心に近接するエリアを使っ
て高質な居住空間をつくっていく。また
彼らが満足してくれるような教育文化環
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境というのを整えていくことも重要だろ
うと思います。
最後にもう一つ。オープンスペースは変
化に適応するために非常に重要です。
我々が思ってもいなかったような用途で
急に空間が必要となる事態が発生した
際、昭和の時代にも福岡城跡のような場
所をうまく活用し、また平時に戻ったと
きには元の用途に戻していくということ
を進めてきました。
その意味では今から作られていくビルに
ついても、平時は公共空間として使って
いても緊急時には防災に生かすことがで
きる、といった部分も評価していくべき
です。
日常には公共的に活用、場合によっては
民間が利用する、といった具合に公開空
地など公共空間のにぎわい利用と有事の
際の活用で、どのようにしてその場所が、
都市のリダンダンシー ( 冗長性 ) を高め
るために役に立つのかという枠組みを明
確にしていく必要があります。

なかなか収益には繋がりませんが官民連
携で戦略的に投資していただき、ウェル
ビーイングを支える都市インフラや高い
公共性を確保するような場所を作って
いって欲しいということをまとめとして
言わせていただきます。
同時に、都心近郊の個性的な地区との連
携でこそ福岡の強みが生まれると思いま
すので、なぜ選ばれるのかというところ
の答えを真剣に考えたまちづくりをお願

いしたいと思います。
ただし、最初から全部ではなく、小さな
2 ～ 3 の街区の連携からはじめ、もう１
街区、さらに 1 街区と広げていき、街
区の間の道路や周辺の公園を組み合わせ
で居心地のよい場所をぜひ試行的にどん
どん作っていってほしいと思います。
そういうものの集合体こそが、福岡の強
みになり、ポストコロナにおける福岡の
姿なのではないかと感じております。

ビヨンドコロナのまちづくり
提供：九州大学大学院　黒瀬武史教授
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パネルディスカッション
ビヨンドコロナを見据えた福岡都心のアクション

石丸

宮本

富田

田川

松下

ここでは①世界のトレンドに都市や
都心がどう対応していくのか。コロ
ナによる変化をどう踏まえ、都市と
しての役割を果たしていくのか、②
高度人材が求めるグローバル水準の
事業環境や居住環境をどう担保して
いくのか、③この二つをふまえてど
のように官民で連携すべきか、その
際各協議会が担うべき役割は、とい
う三つの論点で議論を進めます。
まず①世界のトレンドに都市や都心
がどう対応していくのかについて、
それぞれご意見をお願いします。

都心部のまちづくりは、建て替えに
合わせて感染症対応シティという政
策を昨年から打ち出し対応していた
だいていますが、カーボンニュート
ラルや緑など環境的なものに加え、
インクルーシブの取り組みにより
ウェルビーイングを向上させていく
ことが重要だと考えています。
実際、天神ビッグバンや博多コネク
ティッドにおいて容積率の緩和制度
を用いて感染症対応や環境負荷の低
減、ユニバーサルデザインへの配慮
などへの誘導を図ってきました。ま
た 2040 年の温室効果ガス実質ゼロ
を目指した福岡市の地球温暖化対策
の計画改定も進めているところです。
特に老朽化したビルの建て替えに伴
い再生可能エネルギーの活用にも取
り組んでいただくなど、民間事業者
の皆様と一緒になってビルの大規模
な建て替えを進めることで、ウィズ
コロナ・ポストコロナにも対応しつ
つカーボンニュートラルやインク
ルーシブな都心の誘導を図り、実装
できたらと思っています。

私の課の担当者のもとに「オフィス
からすぐ浜辺に行けるような海に近
いオフィスはありませんか」という
引き合いがありました。
その企業は、オフィスが自分たちの
会社のクリエイティビティを育みイ
ノベーションを生む拠点としていく
ために、そういった機能を重視して
おられる。まさに今、世界が求める
都心のオフィスのあり方を示した例
であると思います。
そういう意味では企業側が従業員の
働き方に重きを置きオフィスを選択
するのか、またそういった要望を都
心部はどのように受け入れていくの
かを考えていく必要があります。

スタートアップを推進する上でも、
オフィスに対するニーズがどんどん
変わってきていることを実感してお
り、世界のトレンドに常に対応して
いくビジネス環境が求められると思
います。

今後、MDC や We Love 天神の活動
にウェルビーイングを可能な限り実
装していきたいと思います。
これまで感染症対応をしっかり進め
てきましたが、次の視点としては
カーボンニュートラルとレジリエン
シーに着目しています。
エリアとして様々な問題を解決して
いかなければ都市間競争に勝ち残れ
ないと考えており、MDC では環境
部会と BCP 部会を設け、ビル単体
ではなく街全体としてどう取り組む
のかを検討しています。
もちろん環境問題はやればきりがな
く、採算性を考える中でどこまでや
るのかという話に常になりますが、
新しいビルをつくる際は、できる限
り最新の技術を入れていくように
し、都市やエリアの価値を高めてい
かないといけないと思っています。
一方、WeLove 天神でも自然災害に
対するレジリエントな地域の形成を
目指し、災害時に一時避難する施設
の運営マニュアル作成に着手してい
るところです。MDC と We Love 天
神が連携しながら可能な限り実装し
ていきたいと考えています。

選ばれるまちになっていくというこ
とが必要だと思っています。
都市間競争が加速していく中、ど
のような個性を持たせて選ばれる

まちになるかを考えなくてはなり
ません。
その際、博多と天神の二つのまち
で、対立ではなく意識も活動も連
携しながら進めなければならない
と思ってます。
住んでよし、働いてよし、訪れてよ
し、こうした様々な要素が一つのま
ちの中にあることがまちの賑わいの
維持や拡充に必要だと考えます。
まちに多様な機能を備えたうえで大
切にすべきキーワードは多様性だと
考えます。
住民、来街者、日本人だけでなく外
国人の方、ファミリーや学生、シニ
アの方など、まちを訪れる多様な
方々に対して、出会い繋がることの
できる場を提供していくことが必要
です。
都市間競争を勝ち抜いていくために
は、多くの人が集うまちになってい
かなければなりません。そしてそこ
にビジネスをしっかりと生み出すこ
とで、更に若い人たちが集まってい
く、そうしたまちが求められます。
当然そこには自分の子供たちを学ば
せたいと思うような教育機関も必要
です。
一方で、リアルの価値、リアルのよ
さが見直される中、オフィスにおい
ても自然や風、緑といった要素を
しっかりと備えておくをことで、福
岡を選んでいただけるのではない
か、と思います。
また、防災の視点も重要です。災害
が激甚化する中、都心も備えをして
いくことが必要です。例えば、災害
時に共用部をいかに使っていくか、
災害情報をどのように統一していく

黒瀬武史×田川真司×松下琢磨×富田雅志×宮本章信×石丸修平



33F u k u o k a  D . C .  N e w s L e t t e r  2 0 2 1
福岡地域戦略推進協議会 2021 年度活動報告

黒瀬

宮本
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黒瀬

か。たとえば避難場所や経路、災害
の状況を、デジタルサイネージなど
を使って一元的にお知らせすると
いったことを、ビル単体ではなく、
まちをあげて取り組むことで、福岡
というまちが選ばれることにつなが
るのではと感じています。

ダイバーシティというのは非常に重
要なキーワードで、福岡の成長戦略
としてスタートアップを掲げている
中でも、福岡の強みの一つだと思い
ます。一方で、A クラスのオフィス
だけでダイバーシティを実現できる
のか。スタートアップ企業は古くと
も自分の価値を反映できるものを求
めているのではないか。
Fukuoka Growth Next （以下、FGN）
やエンジニアカフェは、古い建物を
生かしながら新しい価値観を提供し
ている点が人気に繋がっているので
はないかと感じます。
天神ビッグバンや博多コネクティッ
ドで生まれ変わる A クラスのビル
と、近隣にある既存ストックを有機
的につなげていくことができるか。
福岡の掲げる多様性やウェルビーイ
ングの視点と都心再生をつなげる鍵
になるのでは思います。

その点で、天神ビッグバンの西の
ゲートと位置付けている旧大名小跡
地活用事業では、小学校校舎という
古い建物を活かした FGN と、リッツ・
カールトンが入る新しい大きなビル
ができます。スタートアップに対す
る創業支援の機能も入れて、約 1.1
ヘクタールのエリアの中に出会いの
場を設けていく予定です。他の建て
替えにおいても、出会いの場の提供
は重要と考えているところです。

スタートアップが古いビルからス
タートして、隣に立つハイクラスの
ビルに憧れながらいつかここに入居
するぞと意気込むといった流れも含
めて、エコシステムができていくと
いいなと思います。
では、二つ目の論点「高度人材が求
めるグローバル水準の事業環境や居
住環境をどう担保するか」について
議論を進めます。

企業誘致をしていく中で、都心でも
学びや刺激が必要だと言われ始めて
います。
先ほど（黒瀬先生の講演に）図書館
の話もありましたが、働く人やまち
に来る人がワクワクするような、都
心ゆえにギラギラするような刺激は
大切だと思います。

そして交流の場。スタートアップや
少人数の小さな企業が規模や業種の
異なる様々な企業と交流したり、大
企業であっても社内だけでは解決で
きない課題を気軽に話せるような、
いわゆる共創の場といった環境がで
きてくれば良いと思ってます。
そのためには場を用意するだけでは
なく、コーディネート能力を持った
人の参画や仕掛けが必要になるで
しょう。
また現在、建て替え工事のフェン
スに絵を描いてもらう「Fukuoka 
Wall Art Project」を進めています
が、心が落ち着くような豊かさ、ク
リエイティビティに繋がっていくよ
うな取り組みが結果的には都市にお
ける QOL を高めていくと感じてい
ます。

グローバル水準で捉えた感染症対応
は必須ですし、カーボンニュートラ
ルや緑といった環境面からの対応は
欠かせません。選ばれる都市を目指
す上で、大規模な建て替えが進む今
はチャンスだと思っています。様々
なニーズに素早く対応していくこと
が大事だろうと思っています。

優しさと、頼もしさが必要だと考え
ます。
優しさというのは、例えば地球環境
への優しさといったことと働く人へ
の優しさといったことを想定してい
ます。
やはり働きやすいオフィス、あるい
は広い執務空間をきちんと社員の皆
様に確保する。
それで人はさらに集まってきます
し、人材の確保にもつながると思い
ます。
また来街者や観光客などへの優しさ
も必要だと思います。
例えば、サインなど案内表示はもと

より、来街者の方が歩きやすい歩道
やひと休みできるベンチ、花や木や
アートなど癒しを提供する取り組み
も求められます。
そして、耐震性を確保し BCP が備
わった災害対応が担保されているこ
とが大前提だと思っています。
この優しさと頼もしさをベースとし

ながら、出会いの場をしっかりと設
けていくということが必要だと思い
ます。
福岡の強みは職住近接だと思ってい
ます。
グローバル人材を呼び込むには、ご
家族で来ていただくことを想定しな
いといけないと思っており、教育の
問題は非常に大きい要素です。
また外国語で対応できる医療機関も
備えていく必要があると思います。
また住居についても、東京でみられ
る、海外の方が日頃から使っている
家電製品などを備えたグローバルな
生活回りがビルトインされている住
居も実装していかなくてはいけない
でしょう。外国人含め高度人材の
方々は、働く場所だけではなく水辺
や河川空間、オープンテラスや公園
といったものを非常に望まれていま
す。再開発で沢山生まれる広場など
を日常的にまた柔軟に利活用してい
くことが、まちの魅力を高めるため
に必要です。ここは官民で役割分担
をしっかり行い整備を進めていかな
ければならないと思います。
またウェルビーイングの面から、屋
上の活用やテラス空間など建物の中
でも、鳥がさえずり花が咲いている
といった癒しの空間が必要だと思っ
ています。
グローバル人材だけでなく市民をも幸
せな気分にしてくれる空間づくりを今
後進めていきたいと思っています。

博多コネクティッドや天神ビッグバ
ンで、事業環境のスペックは満たさ
れつつありますが、居住環境という
のはそう簡単に整備できるものでは
ありません。「安心して家族を連れ
て来ることができるまち」が選ばれ
る基準になるため、エリアとしての
打ち出しも必要ではないかと思って
います。例えば単身で福岡のライフ
スタイルを楽しみたいなら、このあ
たりが適しているとか、家族を連れ
て安心して 5 年 10 年過ごすならこ
のエリアがお勧めだ、といったこと
が都心近辺のエリアとして顕在化し
てくれば、非常に大きな魅力になり
ます。
福岡のこのエリアに住むと自分の家
族も新しい体験ができるのではと
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いった期待感も広がると思います。

選んでいただくために、各エリアの
特性も含めてもしっかり可視化をし
て、トータルでパッケージとして発
信するアプローチやプロモーション
も必要だと思います。
海外の都市が移住者を募る際、ここ
にオフィスを設けたら、こういう居
住環境が用意されていて、従業員の
お子さんはこの学校に行ってといっ
た、つまりワークだけでなくライフ
も含めたトータルな生活環境につい
て説明するプロモーションをよく実
施しており、福岡でもそういったラ
イフとワークをつなぐようなストー
リーをしっかりと考えていくのも良
いかもしれません。

大濠公園などはわかりやすいと思い
ますが、私は天神と博多どちらの都
心にもアクセスできる那珂川周辺も
非常にポテンシャルの高いオープン
スペースだと思います。例えばウォー
ターフロントに繋がるエリア沿いに
多様な環境が揃っているといった打
ち出しができたり、セントラルパー
クの横に住むといった伝わりやすい
メッセージも考えられます。
そういう意味では福岡の持っている
公共空間の資源と組み合わせて、魅
力あるエリアの打ち出しをやってい
けると良いのではないでしょうか。

では、三つ目の論点「官民はどのよ
うな連携をすべきか、各協議会が担
うべき役割」について話を進めます。
世界的なトレンドをまちへ実装して
いく必要性ということは明らかにな
りましたし、共通認識だと思います。
いわゆるワークとライフが近づいて
様々な機能がまちに求められる中、
ウェルビーイングの視点から快適性
や自分が幸せだと思うような観点を
どう取り込んでいくか。一方で、引
き続き、福岡都市圏の経済や雇用を
より高度化していくために必要な要
件は出てきているわけですが、では、
官民が連携をしてどのように取り組
みを進めていくかを明確にしていき
たいと思います。

天神ビッグバンの推進にあたり今
後、相当量の床が供給されます。
過去にファンドバブルがあった時、
空室率が上昇とともに賃料が下落し
大変苦労した経験から、新たな需要
をいかに生み出すのか、新しい産業
を育成し企業を呼び込んでいくこと
を最重要課題として取り組むべきだ
と考えています。
その意味からも国際金融機能誘致は
たいへん価値があると思っています
が、それ以外にも、どの領域にター
ゲットを絞るのかといったことを官
民連携で議論し、総合パッケージと
して誘致活動を行わなければならな
いと思っています。
例えば、天神といえばヘルスケアだ
とか、博多は IT だとかのクラスター
をつくり、作りその周辺で事業に携
わる方々も含めた全体を呼び込んで
いくといったことが求められてくる
と思っています。その領域に関係す
る企業がどんどんそこを目指して来
ていただけるという姿を描いた後に
官民連携でシティプロモーションを
行くようなことができればと思って
います。
そのためには行政の方ともフランク
に対話ができるようなフレームワー
クが必要だと考えます。

全く同じ思いです。つまりそこでは
どのような企業やどのような人材を
呼び込んでいくのかといったことを
官民で目線を合わせて議論し、誘致
をしていくと良いのではないかと考
えます。
また、博多コネクティッド等によっ
てこれから生じる公開空地につい
て、知恵を絞りながら、どのように
活用していくのかを考えていきたい
と思っております。
公開空地はまさに出会いの場であ
り、ここをどのように使っていくか
も含め官民が連携して議論し、まち
のにぎわい賑わいをつくっていけれ
ばと思います。

公開空地は1社や1街区だけでなく、
広い目線でどう使えるか官民連携の
場で議論ができればと思います。
FDC としても検討する場を設けた
いとも思いますし、トレンドを踏ま
えた活動の場を作ってみても面白い
と改めて思いました。その際、福岡
市を超えた都市圏という視座を持っ
た活動というのが FDC の特徴であ
り動ける領域ですので、都心に寄与
する都市圏という視点で、考えてい
きたいと思います。

都市開発や都市計画は、今まではど
ちらかというとウェルビーイングを
実現するためのハードを評価してき
た傾向があります。
そういう意味では建物ができた後、出
会いの場としてきちんと機能してい
るかや、10 年 20 年きちんと機能し
ているか、といったことも実は都市と
しては評価していかなくてはいけな
い時代になったのではないでしょう
か。学識も含めて評価するお手伝いが
できるので、もう一歩踏み込んでいけ
るといいかと感じています。

インディケーターの話が少し出まし
たが、良い使われ方とか、その街が
より良くなるための指標や改善して
いけるような仕組みや役割を、先生
のような専門家の方に担っていただ
き、そのまちをアップデートしてい
くという流れを官民連携の枠組みの
中で確立していくべきだと思います。

天神ビッグバンや博多コネクティッ
ドによって床面積が 1.5 倍とか 1.7
倍ぐらいに増えます。現在 30 数万
平米ですから、あと 20 万 30 万ぐ
らいの床面積が増えるということに
なりますので、私も企業誘致をしっ
かりやっていかなければとあらため
て感じております。若い頃に誘致を
働きかけた企業から、福岡にはセ
キュリティの高いビルがないと断ら
れることもありました。今後先進的
な企業の誘致に取り組んでいくと
ウェルビーイングへの対応が要求さ
れてくるでしょうが、この点につい
ては天神ビッグバンや博多コネク
ティッドを通じて必ず解消されてい
くと思います。
ま た こ の 先、 こ の ビ ル の 電 力 は
100％クリーンですか、といった質
問が寄せられると思います。あるい
は、女性と男性が同じ数だけ働き出
すと、トイレの数は女性の方を多く
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しなければ従業員の満足度が得られ
ない、といったこともあるでしょう。
そういったニーズへの対応は、すご
く必要になると思います。
立地交付金のような支援で足りない
ようなところがあれば、いろいろアド
バイスをいただけたらと思います。
そして、官民が産学官の敷居が低い
ことが福岡の強みなので、FDC は
じめ各団体の皆様方と一緒に取り組
ませていただければと思います。

ここでの議論を通じ、ウェルビーイ
ングの観点は、今後のまちづくりに
は欠かせないことを再確認しました。
現在、FDC はじめお集まりの 5 協
議会で協力し合い、ビル単体では考
えにくい、まちに貢献する公開空地
の創出など、まちづくりのガイドラ
インなどを作っていただきながら、

一緒に取り組ませていただきたいと
思います。公開空地の使い方、公園
や道路の活用なども、一緒に考えさ
せていただきたいと思います。皆様
と今後切磋琢磨しながら、引き続
き、選ばれる都市・福岡を目指して
頑張っていきたいと思います。

ありがとうございました。
今日は広く市民の方にも聞いていた
だいています。中には大学生の方と
か Z 世代の方々も登録いただいて

おり、産学官民でこれからの都心の
まちづくりをどうするかということ
を議論させていただく場となったと
思います。
産学官民がこのような議論を行い、
解決すべき課題に取り組み、まちの
競争力を高めていくために協力をし
ていくということを引き続きやって
いくことが必要ではないかというこ
とでお話をいただけたと思います。
昨年のビヨンドコロナイベントから
2 ヶ月で感染症対応シティの政策
を打ち出された成功事例を参考に、
FDC において新しい動きをキャッ
チアップしていける体制を整えてい
き、今後のまちづくりに向けて皆様
と引き続き連携していけたらと思い
ます。

閉会挨拶
都市再生部会 部会長 坂井 猛
今回のサミットは、福岡都心の五つの協
議会が連携する初の試みでしたが、おか
げさまで非常に充実した議論ができまし
た。
トークセッションでは、主観的なウェル
ビーイングをいかに引き上げていくか、
共通の指標づくりについて、基調講演で
は、ポストコロナの都市開発、ウェルビー
イングの向上に向けて福岡がとらえるべ
き方向を示していただきました。
またパネルディスカッションでは、博多
と天神で何をしていくべきか、選ばれる
まちをどういうふうに作っていくのか、
そのためには多様性、それから魅力のあ
るまち、環境・安心・防災、そういった
ものを備えていくことが求められるこ
と。そしてエリアの役割分担と、パッ
ケージ化をした上でのプロモーションづ
くり、このようなことが課題として示さ
れました。
私は福岡市や他の自治体で、都市計画都
市景観のお手伝いをさせていただいてい
ますが、これは本日の話題にもなりまし
た皆様の活動の場づくり、その入れ物づ

くりにつながると考えております。
ウェルビーイングという本質的な視点か
らどのような都心を目指し、その実践を
どう評価していくかについて産学官民が
具体的なデータを共有できればと願いま
す。そのうえで、本日の議論によってつ
くられるまちは、わかりやすく使いやす
い、そして人にやさしく美しい、そう
いったまちになって欲しいと思っており
ます。
そのためには、このサミットで得られた
示唆を踏まえ我々が今後具体的な取り組
みを実行していくことが重要になってま
いります。
民間企業におかれましては、今日の議
論を受けとめて早速新たなアイディア、
チャレンジに繋いでいただければと思い
ます。
また行政には、ぜひ広域的、長期的な視
点から、都市の基盤づくりと活動の根拠
となる法整備、その先導役としてのリー
ダーシップを引き続き発揮していただけ
ればと思っているところです。
その上で、今回のような対話の場、エリ

ア代表の皆様が集まる場をこれからも継
続して開催できればと思っております。
オール福岡で素早くアクションを打ち出
していくというのが福岡の強みです。私
も部会の皆様とこのサミットを踏まえた
方向性を議論して、今後の活動に繋いで
いきたいと思いますし、いま大学も地域
社会との連携を重要視しておりますの
で、学の立場からもしっかり支援できれ
ばと思っております。




